
速
報
で
既
報
の
と
お
り
、

会
議｣

で
議
論
し
て
も
ら

な
議
論
が
さ
れ
た
の
か

高
教
組
は
４
月

日
、

春

う
が
、
課
題
認
識
と
し
て

を
返
し
て
も
ら
え
る
や

27

18

闘
要
求
書
に
も
と
づ
く
教
育

は
、
少
子
化
に
よ
る
生
徒

り
方
を
考
え
て
ほ
し

い
ろ
あ
る
中
で
、
要
は

長
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
交

数
の
減
少
に
伴
っ
て
各
学

い
。

勤
務
時
間
を
ど
う
す
る

渉
で
は
、
高
教
組
の
要
求
に

校
が
小
規
模
化
し
て
い
る

教
：
検
討
し
ま
す
。

か
と
い
う
話
。

対
す
る
県
教
委
の
回
答
が

中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て

63

項
目
に
わ
た
っ
て
示
さ
れ
ま

教
育
の
質
を
担
保
し
て
い

賃
金
リ
ン
ク
は

し
た
。
そ
の
後
、
県
教
委
回

く
か
が
第
一
の
課
題
だ
と

校
長
会
も
導
入
反
対

答
の
中
か
ら
、
高
校
改
革
基

思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

組
：
働
き
方
改
革
に
つ
い

組
：
賃
金
リ
ン
ク
に
つ
い

本
方
針
と
長
時
間
労
働
是
正
、

点
で
は
統
廃
合
も
含
め
た

て
の
校
長
会
の
提
言

て
は
校
長
会
と
の
懇
談

人
事
評
価
の
給
与
へ
の
反
映

議
論
を
し
て
い
か
な
い
と

は
、
具
体
的
な
業
務
削

の
中
で
も｢

百
害
あ
っ

(

賃
金
リ
ン
ク)

の
問
題
に
つ

い
け
な
い
。
学
校
が
地
域

減
を
各
学
校
に
任
せ
る

て
一
利
な
し｣

と
い
う

い
て
、
重
点
的
に
交
渉
を
行

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を

形
に
な
っ
て
い
る
。
県

言
葉
も
出
て
い
る
。
学

い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
や
り

担
っ
て
い
る
と
い
う
観
点

教
委
と
し
て
業
務
削
減

校
現
場
の
労
使
が
と
も

と
り
は
次
の
と
お
り
で
す
。

も
あ
る
の
で
、
単
純
に
、

が
す
す
む
た
め
の
と
り

に
反
対
し
て
い
る
こ
と

※｢

組｣

が
高
教
組
、｢

教｣

が

少
な
く
な
っ
た
の
で
統
廃

く
み
を
ど
う
考
え
て
い

を
ど
う
受
け
止
め
る
の

教
育
長
。

合
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

る
の
か
。

か
。

い
な
い
。
た
だ
、
そ
う
い

教
：
時
間
外
の
大
き
な
要

教
：
気
持
ち
と
し
て
は
分

が
参
加
し
、
尾
崎
支
部
長
が

高
校
改
革
基
本
方
針
に
対
す

う
こ
と
も
含
め
て
ゼ
ロ
か

因
で
あ
る
部
活
動
に
つ

か
る
が
、
福
岡
・
大
分

実
行
委
員
長
と
し
て
挨
拶
を

る
高
教
組
の
意
見
の
聴
取
を

ら
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

い
て
は
、
国
が
ガ
イ
ド

・
沖
縄
も
始
め
た
し
、

行
い
ま
し
た
。
集
会
で
は
、

組
：｢

第
三
期
高
校
改
革
基
本

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ラ
イ
ン
を
示
し
た
の

知
事
部
局
も
や
っ
て
い

各
団
体
の
活
動
報
告
が
行
わ

方
針｣

の
策
定
に
向
け
て
、

る
。

で
、

月
く
ら
い
に
県

る
。
拙
速
に
や
る
つ
も

11

れ
、
高
教
組
は
春
闘
交
渉
等

ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を

組
：｢

推
進
会
議｣

の
委
員
に

版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

り
は
な
い
が
、
い
つ
ま

の
と
り
く
み
の
報
告
を
行
う

持
っ
て
い
る
の
か
。

高
教
組
の
代
表
を
入
れ
る

示
そ
う
と
思
っ
て
い

で
も
入
れ
な
い
と
い
う

と
と
も
に
、
副
田
書
記
次
長

教
：
６
月
下
旬
く
ら
い
か
ら

こ
と
を
要
求
す
る
。
現
場

る
。

話
に
は
な
ら
な
い
。
頑

の
ギ
タ
ー
の
リ
ー
ド
で｢
ク

有
識
者
に
よ
る｢

改
革
推
進

の
教
職
員
の
代
表
と
し
て

組
：
中
教
審
の
特
別
部
会

張
っ
て
い
る
人
へ
の
評

ス
ノ
キ｣

等
を
参
加
者
と
合

職
員
団
体
の
代
表
が
入
る

の｢

中
間
ま
と
め｣

で

価
は
い
る
と
思
う
し
、

唱
し
ま
し
た
。

こ
と
は
意
味
が
あ
る
。

は
、｢

業
務
量
削
減
に

そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
も

大
村
地
区
集
会
は
、
大
村

教
：
現
場
の
意
見
は
個
別
に

関
す
る
数
値
目
標
を
決

い
い
の
で
は
な
い
か
。

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

地
域
ご
と
学
校
ご
と
に
聞

め
る
な
ど
し
て
明
確
な

組
：
頑
張
っ
て
い
る
と
い

で
開
催
さ
れ
、
約

人
が
参

い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

業
務
改
善
目
標｣

を
つ

う
こ
と
を
ど
う
い
う
基

40

加
し
ま
し
た
。
高
教
組
大
村

い
る
。｢

推
進
会
議｣

は
第

く
る
こ
と
を
教
育
委
員

準
で
評
価
す
る
の
か
。

支
部
か
ら
も
５
人
が
参
加

三
者
的
に
、
世
間
の
ニ
ー

会
に
求
め
て
い
る
が
、

我
々
は
納
得
で
き
る
基

し
、
内
山
支
部
長
が
実
行
委

ズ
と
し
て
ど
う
な
の
か
と

そ
う
い
う
も
の
が
必
要

準
は
で
き
な
い
と
考
え

員
等
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
行

い
う
よ
う
な
面
か
ら
議
論

で
は
な
い
か
。

て
い
る
。
教
職
員
が
評

い
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
新

し
て
も
ら
う
。

教
：
う
ち
は
、
勤
務
時
間

価
制
度
を
信
頼
し
て
い

婦
人
や
年
金
者
組
合
の
パ
フ

組
：
そ
れ
で
は
、
我
々
の
意

で
月

時
間
超
を
な
く

な
い
中
で
や
る
の
は
、

100

ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、
大
き

見
を
ま
と
め
て
表
明
で
き

す
と
い
う
目
標
を
立
て

そ
れ
こ
そ
百
害
あ
っ
て

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

て
、
そ
れ
に
つ
い
て
ど
ん

て
い
る
。
手
法
は
い
ろ

一
利
な
し
に
な
る
。

組合は であい ふれあい たかめあい

8時間働いて普通に暮らせる賃金と働くルールの確立を！
第89回メーデー 県下各地で集会

上：長崎県集会(長崎市民会館前広場)

下：集会終了後のパレード

５
月
１
日
の
第

回
メ
ー
デ

89

ー
で
は
、
県
下
各
地
で
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
市
民
会
館
前
広
場
で
開

催
さ
れ
た
長
崎
県
集
会
に
は
514

人
の
参
加
が
あ
り
、
高
教
組
か

ら
も

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

10
集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
の
中
里
実
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
、
全
労
働
か
ら｢

働

き
方
改
革
関
連
法
案｣

の
問
題

点
、
民
医
労
か
ら
医
療
・
介
護

職
場
の
人
手
不
足
の
実
態
、
郵

政
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
非
正
規
労
働

者
の
た
た
か
い
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、｢

８
時
間

働
い
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
賃
金

と
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
を
！｣

等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
、
労
働

者
誰
も
が
生
活
改
善
で
き
る
賃

上
げ
、
長
時
間
労
働
是
正
な

ど
、｢

働
く
者
の
視
点｣

で
の
ル
ー

ル
確
立
を
め
ざ
し
、
職
場
・
地
域

か
ら
共
同
し
た
取
り
組
み
を
強

め
る
こ
と
な
ど
を
よ
び
か
け
る
メ

ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
ま
し

た
。
ま
た
、
集
会
終
了
後
は
、

浜
町
商
店
街
等
で
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

佐
世
保
地
区
集
会
は
、
雨
が

降
る
中
、
島
瀬
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
約

人
が
参
加

70

し
ま
し
た
。
高
教
組
佐
世
保
支

部
か
ら
も
９
人
が
参
加
し
、
集

会
で
は
、
濱
本
支
部
長
が
実
行

委
員
長
と
し
て
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。
集
会
終
了
後
、
参
加
者

は
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
パ
レ
ー
ド

を
行
い
ま
し
た
。

諫
早
地
区
集
会
は
、
諫
早
市

勤
労
者
福
祉
会
館
で
開
催
さ

れ
、
約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

50

高
教
組
諫
早
支
部
か
ら
も
９
人

左：佐世保地区集会で挨拶する濱本佐世保支部長 右：大村地区集会の一コマ

春
闘
教
育
長
交
渉

18人
事
評
価
の
給
与
へ
の
反
映
に
つ
い
て｢

拙
速
に
や
る
つ
も
り
は
な
い

が
、
い
つ
ま
で
も
入
れ
な
い
と
い
う
話
に
は
な
ら
な
い｣（
教
育
長
）

諫早地区集会でギターを弾く副田さん

教育長から回答を受け取る

超
勤
月

時
間
ゼ
ロ
が

100

県
教
委
の
数
値
目
標
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校
で
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進

路
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

て
、
学
習
・
進
路
指
導
で
欠

員
補
充
の
方
も
含
め
て
若
い

今
年
度
は
、
特
別
に
２
人

港
へ
引
き
返
す
こ
と
も
あ
る

上
対
馬
分
会
で
は
、
大
浦
分

教
職
員
が
最
前
線
で
奮
闘
さ

専
従
体
制
と
し
て
い
る
こ
と

と
い
う
天
候
調
整
が
か
か
る

会
長
と
４
月
に
赴
任
さ
れ
た

れ
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま

を
生
か
し
て
、
各
分
会
を
訪

中
、
一
路
対
馬
へ
。
無
事
、

濱
口
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。

し
た
。

高
教
組
・
自
治
労
連
・
県

正
、
休
暇
制
度
の
拡
充
、
会

局
は
、｢

時
間
外
の
縮
減

問
す
る
分
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

対
馬
ヤ
マ
ネ
コ
空
港
着
。
レ

大
浦
分
会
長
は
、
本
土
遠
征

午
後
か
ら
は
雨
も
上
が

国
公
で
組
織
し
て
い
る
長
崎

計
年
度
任
用
職
員
制
度
等
を

に
は
問
題
意
識
を
持
っ
て

大
幅
に
増
や
し
て
い
く
計
画

ン
タ
カ
ー
で
豊
玉
へ
。

の
度
に
参
加
生
徒
の
個
人
負

り
、
山
々
の
新
緑
と
と
こ
ろ

県
公
務
共
闘
は
、
４
月

日
、

重
点
に
や
り
と
り
を
行
い
ま

い
る｣

と
し
な
が
ら
、｢(

縮

23

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

豊
玉
分
会
の
袋
良
分
会
長

担
が
重
く
、
引
き
続
き
県
へ

ど
こ
ろ
の
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の

春
闘
要
求
書
に
も
と
づ
く

し
た
。

減
の
し
か
た
は)

人
員
配

18

最
初
の
分
会
キ
ャ
ラ
バ
ン
と

は
、
離
島
勤
務
に
つ
い
て
教

補
助
金
等
の
拡
充
を
訴
え
ら

白
い
花
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

人
事
委
員
会
事
務
局
と
の
交

長
時
間
労
働
是
正
に
つ
い

置
だ
け
が
答
え
で
は
な
い

し
て
、
４
月

日
に
寺
田
書

職
員
が
安
心
し
て
勤
務
、
生

れ
ま
し
た
。
濱
口
さ
ん
は
内

車
窓
に
見
な
が
ら
、
帰
路
に

渉
を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
に

て
公
務
共
闘
は
、
多
く
の
公

の
で
、
委
員
会
と
し
て
具

24

記
次
長
が
、
対
馬
・
豊
玉
・

活
が
で
き
る
条
件
整
備
を
県

示
発
表
日
を
早
く
し
て
欲
し

つ
き
ま
し
た
。

は
、
高
教
組
か
ら
馬
場
書
記

務
の
現
場
で
人
員
不
足
で
悲

体
的
に
ど
う
し
な
さ
い
と

上
対
馬
の
３
分
会
を
訪
問
し

の
責
任
で
行
っ
て
欲
し
い
と

い
こ
と
を
、
今
回
の
異
動
に

最
後
に
、
各
分
会
長
さ
ん

長
と
寺
田
書
記
次
長
、
自
治

鳴
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を

い
う
こ
と
ま
で
踏
み
込
む

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
報
告

話
さ
れ
ま
し
た
。
管
理
職
の

伴
う
具
体
的
な
問
題
を
あ
げ

に
は
新
年
度
の
慌
た
だ
し
い

労
連
か
ら
里
議
長
と
国
貞
書

指
摘
し
、
業
務
量
に
見
合
っ

の
は
ど
う
か
と
思
う｣

と

で
す
。

２
人
の
方
も
組
合
に
理
解
と

て
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
程
の
中
、
時
間
を
つ
く
っ

記
長
が
参
加
し
、
人
事
委
員

た
人
員
配
置
を
す
る
よ
う
任

否
定
的
な
姿
勢
を
示
し
ま

低
気
圧
の
通
過
で
あ
い
に

協
力
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰

対
馬
分
会
で
は
松
尾
分
会

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝

会
事
務
局
は
馬
場
職
員
課
長

命
権
者
に
は
た
ら
き
か
け
る

し
た
。

助
職
員
や
事
務
現
業
嘱
託

く
の
荒
天
。
対
馬
空
港
着
陸

囲
気
の
中
、
懇
談
す
る
こ
と

長
と
懇
談
し
ま
し
た
。
そ
の

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

他
３
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ

休
暇
制
度
の
拡
充
に
つ

職
員
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

が
で
き
な
い
場
合
は
長
崎
空

が
で
き
ま
し
た
。

中
で
は
、
島
内
一
の
大
規
模

ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
長
時
間
労
働
是

に
対
し
て
人
事
委
員
会
事
務

い
て
公
務
共
闘
は
、
子
ど

ト
ス
タ
ッ
フ
、
学
校
司
書

も
の
学
校
行
事
へ
の
参
加

等
は
、
２
年
後
に｢

会
計

等
の
た
め
の
休
暇
が
他
県

年
度
任
用
職
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組合は であい ふれあい たかめあい

＜高校新学習指導要領学習会報告 第３回＞

今回から歴史教育者協議会の河合美喜夫さんによる地歴・公民の改変に関する報告です。

1 高校社会科の歴史

1947 年 教育基本法、学校教育基本法公布

1948年 新制高等学校発足

1949年 社会科の「世界史」の授業始まる

1989年 高校社会科の解体(「地理歴史科」「公民科」新設 世界史必修)
2006年 教育基本法改悪 ※この改悪の影響は極めて大きい。

第 1条(教育の目的)
教育は人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として、必

要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行なわなければならな

い。

※傍線改正前:「真理と正義を愛し、個人の価値をたっとび、勤労と責任を重んじ

自主的精神に充ちた」

第 2条 (教育の目標) 五
伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛するとともに、他

国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

2 高校学習指導要領改定案(前文と総則)
(1)改悪教育基本法の目標が「前文」に示された

学習指導要領の「前文」に教育基本法第 2条の目標が入る。

→「地理歴史｣の目標に、「日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情｣を

深める。

(2)主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

(総則)「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して、創意工夫を生かし

た特色ある教育活動を展開する」

→ しかし「地理歴史」では内容の取り扱いで、以下の文がはいる。

①「特定の事項だけに指導が偏らないようにすること。」

②「多様な見解のある事柄、未確定な事柄をとりあげる場合には、有益適切な教材に基

づいて指導するとともに、特定の事柄を強調し過ぎたり、一面的な見解を十分な配

慮なく取り上げたりするなどの偏った取り扱いにより、生徒が多面的・多角的に考

察したり、事実を客観的に捉え、公正に判断したりすることを妨げることのないよ

うに留意すること。」

3 1989年の高校社会科解体以来の大改変

3つの新設必履修科目 「地理総合」(2単位) 「歴史総合」(2単位) 「公共」(2単位)
※事実上、「世界史」と「現代社会」がなくなる。

地理歴史…必履修科目「地理総合｣(2単位)、「歴史総合｣(2単位)
選択科目 「地理探求｣(3単位)、「日本史探究｣(3単位)、「世界史探究｣(3単位)、

公民………必履修科目「公共｣(2単位)
選択科目 「倫理｣(2単位)、「政治経済｣(2単位)

＜問題点＞

①世界史必修でなくなり、世界史を学ぶ生徒の激減。なぜ世界史必修をやめるのかその

検証はなされていない。

②大学受験を意識しないごく普通の高校生が世界史を学ぶ機会は少なくなる。大学教育

・高大接続の立場から歴史教育のあり方が論議されている。

③選択で「世界史探究」を履修しない生徒は、前近代の世界史を学ぶこ

とがない。しかも「世界史探究」は 3単位。

④ 2 単位で(約 50 時間)で世界と日本の近現代史を学ぶ。しかも｢主体的

・対話的で深い学び｣で。どのような科目になるのかわからないのに、

求められるものが多すぎる。

⑤戦前の皇国史観を反省して戦後の世界史教育は出発し自国中心ではな

い世界史を追究してきた。その世界史が事実上終焉する。生徒の世界

史認識の形成をどう実現するのか。
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人
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渉
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採用試験対策学習会が始まります
受験希望者に声をかけてください
○出願書類（自己PR・免除申請書）

の書き方のアドバイス会

5月20日（日）午後

○課題面接学習会①

6月24日（日）午後

※場所はいずれも高教組会館

※定員はいずれも10人（先着順）

※高教組のホームページから申し

込みができます。

(2) 第1658号 2018年5月1日(火) 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞


